ＡＡＡＳ科学技術政策年次フォーラム報告 by 横尾 淑子 & 科学技術動向研究センター
3Science & Technology Trends   June  2008
本文は p.27 へ
ＡＡＡＳ科学技術政策年次フォーラム報告










究開発予算プログラムのディレクターである K. Koizumi 氏が 2009 年度研究開発予算に
関する講演を行い、米国競争力イニシアチブや米国競争力法に沿った予算配分がなされて
いることを示した。
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　2008 年 5月8 ～ 9日、ワシントン
DCにて全米科学振興協会（American 
























































































図表１　セッションテーマ（2004 ～ 2008 年）
出典：AAAS 科学技術政策年次フォーラムウェブサイト1）の各年プログラムより抜粋。各年の会合概要については、本誌レポー
ト2 ～ 4）を参照のこと。
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　2009 年 度 予 算 案 で は、 上 述




























デミー報告書（Rising above the Gathering Storm）を受ける形で作成されており、基礎研究の支援、科学・工学・数学教育
の拡充、ハイリスク・ハイリワード研究の推進等が挙げられている。




















図表 2　米国の 2009 年度研究開発予算の省庁別変化（対前年度）
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の 一 例 と し て、Science Debate 
2008 がわずか数か月で組織的な形
態をなすに至ったことを挙げた。
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　S.Fitzpatr ick 氏（James S. 
McDonnell財団。当日欠席のため、
モデレータの D.Dean 氏 (Lewis-
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